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研究成果の概要（和文）： 

尾崎紅葉、黒岩涙香、小栗風葉などの翻案作品の原作を措定し、比較研究を行った。なかで

も尾崎紅葉に関しては、2012 年 6 月に、尾崎紅葉の『不言不語』およびその原作に関して比

較考証した拙著『和装のヴィクトリア文学』（東海大学出版会）を上梓する。同著では、その作

家の生誕地である英国東北部の土地 Hinckly に赴き、その作品の創作背景および読者受容、輸

出に至った経緯についても調査した内容を盛り込み、原作の拙訳も併載した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 
After conducting research on the original dime novels that were adapted into Japanese 
by Ozaki Koyo,Kuroiwa Ruikoh and Oguri Fuyoh, it became evident that the Japanese 
authors were heavily influenced by them. The study regarding the works of Ozaki Koyo 
will be published in June 2012 and will be titled:  Victorian literature dressed in 
Japanese style.  
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１．研究開始当初の背景 

 

従来この分野は、日本の近代名作との関連
を重視されつつも、研究がほとんどなされて
こなかった背景がある。外国の、しかも廉価
で大量出版された小説の調査が事実上、不可
能と看做されてきたためである。 

確かにdime novels の背景は極めて複雑で
ある。dime novels は、一冊あたり１dime（＝
10 cents）で販売されたことから、そう称さ
れた。大変な人気の背景には、その廉価とと
もに、魅力的な無名作品を収めたラインナッ
プがある。だが一方で、海賊版や偽版も多々
横行し、体系的な網羅は極めて困難となった。

機関番号：３２６４４ 

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：2009～2011   

課題番号：２１７２００７７ 

研究課題名（和文） 日本近代文学におけるアメリカのｄｉｍｅ ｎｏｖｅｌｓの影響 

研究課題名（英文） A study in modern Japanese literature influenced by American dime 

novels 

研究代表者   

堀 啓子（HORI KEIKO） 

東海大学・文学部・准教授 

 研究者番号：60408052       

 

 



 

 

剰え、読み捨て本という認識ゆえにその殆ど
は散佚し、現在ではアメリカ本国でも、The 
Library of Congress や一部の大学附属図書
館を除き、まとまった数での所蔵はない。こ
うした状況下、dime novels の中から個々の
翻案作品の原著を探し当て、比較対照する作
業はあまりにも煩瑣と考えられてきたので
ある。 
だが、これらの dime novels は、その廉価

ゆえに同時代の日本にも多く輸入され、多く
の文士が落掌している。そして、無名作者の
無名作品でありながら、極めて魅力的なスト
ーリーテリングが、幾人もの文士の心を捉え、
彼らにその〈翻案〉を想起させた。古典名著
の〈翻訳〉ではなく、名もない作品をもとに
した〈翻案〉である。彼らがその原著名や、
原作者名、時によってはそれが翻案であるこ
とさえ表明せず、彼ら自身の作としてこれら
を発表したのは、その意識差に拠るものであ
ろう 

以上を以て、報告者はこの研究が、専門家
のみならず、広く一般の文学愛好者、延いて
は諸外国からも注目されうる分野である可
能性を秘めていると愚考した。文学青史には
存在しなかった、日本近代文学の新しい側面
を浮き彫りにし、その位置づけを再考したい
というのがこの研究課題を選ぶに至った背
景および動機である。 

 

２．研究の目的 

 

当初の、本研究の目的は、十九世紀末のア
メリカで出版された dime novels が、日本近
代文学に与えた構想上の影響を調査するこ
とで、具体的には、 
① dime novels をもとに、翻案として発表

された近代日本の個々の作品の原著を措
定すること 

② それらが、どのように原作を模している
か系統的に整理すること 

③ その調査結果のよって、同時代の日本文
学が、文士たちの手でどのように外国文
学から換骨奪胎され、独自の近代小説と
してのスタイルを確立していったかを、
明らかにすること 

であった。 

 たとえば、こうした翻案者の一人と目され
ている徳田秋聲は、その自叙伝的作品『光を
追うて』(1938 年)の中で、明治二十年代半ば、
等(ひとし)という青年が師と仰ぐ文士と初
めて出会う場面を、描出している。そこでは、
こうしたアメリカのdime novels がきわめて
粗雑に、しかし非常になじみやすい洋書とし
て、便利な下敷きとして扱われていたという。                     

この『光を追うて』が自伝的小説であった
ことに鑑みると、これは、文士たちの生活の
ごくありふれた日常の一場面と考えられる。

ここでは、アメリカの赤本と称された dime 

novel をもとに、主人公の青年がつくりあげ
た短篇が後日、新聞小説として発表されるこ
とになっている。すなわち dime novels は、
ごく日常的に、文士たちの日々の執筆のため
の下敷き・下絵として、もぎ取られ、書き込
まれ、文字通り換骨奪胎されてそれぞれの作
品へと写し換えられていた事になる。 

彼らは dime novels を自らの中に取り込
み、自家薬籠中の物とすることによって、〈翻
案〉を生み出したのである。そこには何の気
負いもなく、衒いもない。ごく自然な発想で
ある。 

そして不思議なことに、こうして dime 

novels を下敷きに発表された〈翻案〉は、い
ずれも人気作品となり、現代でも名作の誉れ
高い金字塔が多い。 

よって、たとえその原著が、いわゆる”out 
of canon”(正典の外なるもの）であり、資
料収集が困難であろうとも、研究を進める価
値は、あると考えられた。 

そして上記①から③の研究工程を経るこ
とで、無名作品特有の魅力的なストーリー展
開・異国情緒と、文士の独自世界・日本の心
的態度がいかに融合され、いかに日本人にと
って魅力的な作品を生成しえたのか、同時代
読者の受容や嗜好とともに明らかにするこ
とを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 
本計画の遂行に、最も重要となったのが、
できるだけ多くのdime novels を確認するこ
とであった。ただ dime novels は、日本では
全国の図書館に僅か数冊しか現存していな
い。 
したがって、実質上の調査は外国での確認
作業から始まったことになるが、dime novels
を１００冊以上所蔵するのは、世界でも、ア
メリカ及びイギリスにおける大学附属や国
立などの図書館、５箇所のみである。 
よって、本研究のために長期休暇を利用し
てこれら全ての図書館をまわり、確認作業を
おこなってきた。またこれと並行して、文士
の書簡や手記など国内各地で入手可能な、補
足となる資料も含め、収集した資料を用いる
具体的な比較対照作業と分析は、国内でおこ
なってきた。 
 
従来の報告者自身の研究の前段階として

は、主として領域をアメリカ側から限定し、
作者も絞った研究を進めてきた。だが本研究
よりその研究範囲を広げ、日本側の翻案作品
から逆に dime novels 中の原著を辿る作業に
着手した。 
具体的には、dime novels をもとに翻案を手
がけ、好評を博した文士を２つのグループに



 

 

分類し、まずは明治を中心に活躍した小栗風
葉、森田思軒、柳川春葉の三作家の翻案の原
著を措定することに集中した。 
また、この研究に於いては、調査対象とす

るdime novels のシリーズを限定することで、
不用意な研究作業の拡散を避け、混乱を減じ
ることと、予てより報告者が協力指導を戴い
てきた dime novels 研究の専門家たちに、欧
米研究者側の視点による教示を仰ぎ、研究の
停滞を最小限にとどめるよう努めた。 

dime novels を日本側から辿る以上、調査
は、当時日本に輸入されていたシリーズのみ
に限定できた。これは、「当時アメリカでは
南北戦争後のダイム・ノヴェルの氾濫時代で、
そういう廉価本が日本にも輸入されていた。
黒岩涙香は若い時分貧乏で、語学の勉強に輸
入された廉価本をむやみに読んだ。それらは
『シーサイド・ライブラリー』や『ラヴェル・
ライブラリー』などで（下略）」(中島河太郎
『創作推理小説の誕生』1953 年)や、「森田思
軒が取寄せてよんだヴェルヌの英訳は、主と
してシーサイド・ライブラリーやラベル・ラ
イブラリーであったらしい」(木村毅『大衆
文学発達史』1933 年)など多くの文献で言及
され、その輸入事実は、丸善本店に所蔵され
る当時の輸入書籍目録でも確認される。 
この、Munro 社の The Seaside Library と

Lovell 社の Lovell’s  Library という両叢
書に関しては、報告者は総目録の提供を受け
ており、速やかにタイトルを絞り込んだ調査
の開始が可能となった。 
ちなみに、英米の研究者諸氏や dime 

novelist のご子孫の方々が、本研究の理解者、
奨励者であり、日本の〈翻案〉の生成過程に
興味を持つ彼らは協力を惜しまれず、前述の
リストを初め、個人所蔵の資料についてもい
ろいろご提供戴いた。とりわけ、dime novels 
研究の第一人者である Randy Cox 教授
(Professor emeritus at St.Olaf college)、
University of Minnesota の Karen Hoyle 博
士および、一世を風靡した dime novelist の
一人 Charlotte M. Brame 研究の権威である
Gregory Drozdz 氏（Chief Executive of 
Voluntary Action Hinckley and Bosworth）
に、報告者の研究が拠るところは大きかった。 
 
４．研究成果 
 
本研究においては最初に、できるだけ多く

の dime novels を確認する作業に重点をおい
た。そのため、国内外および英米の図書館に
おける現地調査と原書（古書）の収集確認を
目した。 
具体的には、dime novels をもとに翻案を

手がけて、好評を博した文士のなかで、「３．
研究の方法」欄で先にも述べた小栗風葉、森
田思軒、柳川春葉の三作家の翻案の原著を辿

ることに集中し、とくに小栗風葉に焦点を当
てた。 
当時日本人文士たちが日本にいながらに

して入手しやすかったと思われる dime 
novels のシリーズは二つある。それらは、多
くの文献で言及されてきた、アメリカのニュ
ーヨークにあった出版社 Munro 社の The 
Seaside Library と同じく Lovell 社の 
Lovell’s  Library という両叢書である。 
報告者自身が所持する両叢書の出版全目

録と、当時、洋書を専門に扱っていた丸善本
店所蔵の同時代の輸入書籍リストの照合に
より、前述の文士たちが扱ったであろう可能
性の高い原書をまず限定し、それらを順にあ
たって、彼らの個々の著作との共通性を確認
する作業を研究の初段階とした。 
続いて、黒岩涙香に関する記述を、涙香の

文学背景から全般的にまとめて出版するこ
とを念頭に研究計画を進めた。その論文の中
核とするのは、涙香がアメリカの dime novels
を翻案し、『今日新聞』および『萬朝報』に
連載することで一世を風靡した「法庭（ママ）
の美人」、「嬢一代」「雪姫」などの新聞連載
小説の成立背景である。そこには単に、涙香
ひとりにとどまらない、同時代作家たちの翻
訳、翻案手法が明らかにされていくからであ
る。 
そして並行的に尾崎紅葉が『読売新聞』に

連載していた異色の人気小説「不言不語」に
ついても論をまとめ、その原著である Bertha 
M. Clay という dime novelist の作品、
Between Two Sins との、文体上の詳細な比
較考証をおこないたい。両者比較のため、ま
ずはこの Between Two Sins を邦訳し、この
論考の中に併せて所収しておきたい。この原
作者 Bertha M. Clay 本名 Charlotte M. 
Brame は、紅葉のみならず、前記の黒岩涙香
や、ほかの同時代文士に相当愛読された原作
者であった。そのため、彼女の生誕地である
英国北部の土地 Hinckly に赴き、その作品の
創作背景および読者受容、輸出に至った経緯
なども、原作者側からの視点を通して確認し
た。 
さらにこの研究の集大成として、dime 

novels 作家の中でもとくに人気の存在であ
った、Bertha M. Clay について、彼女の作品
がいかに多くの日本人文士の名作に影響を
与えていたかを体系的に整理した。すると浮
上したのは、新たに一人、Bertha M. Clay の
作品から構想を得ていた作者であり、その作
品の原作を特定しえた。 
それは明治から大正、昭和初期にかけて活

躍した小栗風葉という作者である。風葉もま
た他の作家たちと同様、Bertha M. Clay 作品
の構想の一部をとって換骨奪胎し、日本化す
るという手法で翻案を創り、「奇縁」という
邦題で上梓していた。ここで新たに注目すべ



 

 

きことは、これが、〈脚本〉であったという
ことである。すなわち Bertha M. Clay の作
品は日本の文学のなかでも小説のみならず、
戯曲の分野にもその影響を与えていたとい
う事実が、ここに判明したことになる。 
これを受けて、本研究は Bertha M. Clay

を中心に、日本の近代文学のなかでの dime 
novels の位置づけ、その存在意義を再考した。 
また、当該研究の成果を受けて、2011 年

11 月には『新聞小説の魅力』（共著）を出版
し、黒岩涙香の翻案背景についてまとめた。
さらには、2012 年 6 月に、尾崎紅葉の翻案『不
言不語』に関する拙著を上梓する。そのタイ
トルを『和装のヴィクトリア文学』（単著）
とし、原作者の生誕地である英国北部の土地
Hinckly におもむき、その作品の創作背景お
よび読者受容、輸出に至った経緯などにもふ
れた。 
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